
第１５次 １２月バージョンアップ項目 
 

＜施工図＞開発内容 
1. (new) 伏図作成：レイアウトにダミー梁・ダミー柱の作図の設定を追加しました。 

2. (new) 本柱の部材にてＣ鋼・チャンネル・2Ｃ鋼・2 チャンネルに対応しました。    

3. (new) 本柱・ペント柱の下部をガセットに対応しました。 

    ※ペントハウス部材は本柱で入力する必要があります。 

(間柱だと梁の下に柱部材が入り込んでしまいます) 

   ・ペントハウス設定の新規入力、本柱配置の修正でベースとガセットを選択するようにしました。 

  ・継手符号は柱ジョイントと同じ名前を使用できます。 

   柱部材入力でジョイント符号の入力があれば初期値とします。 

  ・ジョイントは小梁継手入力で行ないます。 

   継手のタイプは「２：本柱」になります。 

4. (new) 梁詳細図-設定２-文字サイズ 

   合番等の文字サイズを設定できるようにしました。 

   合番の枠内の文字が対象です。 

5. (new) 間柱部材にてＣ鋼・チャンネル・アングルの対応をしました。 

6. (new) 間柱耐風梁入力 

・通りガイドに納め方向を表示 

   ・入力ガイド図（伏図）梁の寄り寸法を表示 

   ・入力ガイド図（伏図）にガセットを表示 

   ・軸図に間柱部材の厚み線を作図するようにしました。 

   ・配置画面（軸図）、間柱の部材サイズを表示するようにしました。 

・間柱の距離入力のガイド図に”柱芯”と表示しました。 

7. (new)梁（Ｈ鋼）の厚み線の作図の設定を追加しました。 

(「梁配置」の右下部にチェックがあります。) 

8. (new)間柱軸図配置画面にて納め方向を表示するようにしました。 

9. (new)水勾配にて「ダイヤフラムを厚くする」機能を H柱時にも追加しました。 

10. (new)柱単品図・コア仕口組立図にてブラケットの対角寸法を梁芯で出力できるようにしました。 

「柱詳細」-「出力設定」-「対角寸法表示」にチェック項目が追加されています。 

11. 角パイプの挟み込みクリア 1.5ミリを 1ミリに変更しました。 

12. (new) 画面（伏図）に間柱ガセットを作図するようにしました。 

13. (new)ﾈｯﾄﾌｯｸの追い寸が追加されるようになりました。  



＜胴縁＞開発内容 
1. (new) 胴縁ピースの形状に羽子板形状が追加されました。 

2. (new)  プレートピース、羽子板形状のクリアの設定を追加しました。 

3. (new)「初期設定」-「基本データ」-「角パイプ２」 

・カット Tの設定を全工事共通から工事別にしました。 

4. (new)  物件毎に最大製品長を設定できるようにしました。 

5. (new) 点滅表示の作図色の設定を追加しました。 

6.  

---------＜施工図＞----------------------------- 

1.(new) 伏図作成：レイアウトにダミー梁・ダミー柱の作図の設定を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※点線でのダミー柱・梁の作図例 

 

  



2. (new) 本柱の部材にてＣ鋼・[鋼・2Ｃ鋼・2[鋼に対応しました。 

<C 鋼> 
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3.(new) 本柱・ペント柱の下部をガセットに対応しました。 

※ペントハウス部材は本柱で入力する必要があります。 

(間柱だと梁の下に柱部材が入り込んでしまいます) 

・ペントハウス設定の新規入力、本柱配置の修正でベースとガセットを選択するようにしました。 

・継手符号は柱ジョイントと同じ名前を使用できます。 

配置手順 1 

1.柱配置→2.本通り及びペント通りからの配置→3.柱修正でガセットに変更にチェック 

 

＜ペントハウス設定 新規入力画面＞       ＜本柱配置 修正画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



配置手順 2 

4.ジョイントの項目で継手符号の登録→5.原寸型板に入り実際の板番の登録 

< 継手符号 登録画面 > 

・ペント柱のガセットは小梁継手入力で行ないます。 

継手のタイプは「２：本柱」になります。 

 

 

・画面（伏図）にて、配置階の上の階のガセットは点線で作図されます。 

 (システム上、配置階の上階でペントハウスを入力する仕様のため) 

<伏図 配置階(配置後画像)>            ＜ 軸図 断面 ＞画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. (new) 梁詳細図-設定２-文字サイズ 

合番等の文字サイズを設定できるようにしました。 

・合番の枠内の文字が対象です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



5. (new) 間柱部材にてＣ鋼・チャンネル・アングルの対応をしました。 

 

＜アングル＞                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



＜チャンネル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

＜C鋼＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



6.(new) 間柱耐風梁入力 

 

・通りガイドに納め方向を表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入力ガイド図（伏図）梁の寄り寸法を表示 

 

 

 

 

 

 

 

  



・入力ガイド図（伏図）にガセットを表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・間柱の距離入力のガイド図に”柱芯”と表示しました。 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



7. (new)梁（Ｈ鋼）の厚み線の作図の設定を追加しました。 

(「梁配置」の右下部にチェックがあります。) 

<伏図> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.(new)間柱軸図配置画面にて納め方向を表示するようにしました。 

     

 

 

 

  

納め方向 (移動可能) 



 

9.(new)水勾配にて「ダイヤフラムを厚くする」機能を H柱時にも追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※こちらの設定を用いると勾配ラインが一直線になります。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



10.(new) 柱単品図・コア仕口組立図にてブラケットの対角寸法を梁芯で出力できるようにしました。 

    「柱詳細」-「出力設定」-「対角寸法表示」にチェック項目が追加されています。 

 

下記画像のようなフランジテーパーの梁などで用いると有用です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  



11.角パイプの挟み込みクリア 1.5ミリを 1 ミリに変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．画面（伏図）に間柱ガセットを作図するようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリア 1ミリ 



13. (new)ﾈｯﾄﾌｯｸの追い寸が追加されるようになりました。 

 

画像例(梁単品図) 

 

  



---------＜胴縁＞----------------------------- 

1. (new) 胴縁ピースの形状に羽子板形状が追加されました。 

※今回追加されたピースの形状と羽子板ピースを利用する際の注意点 

胴縁ピースの各種設定によりピースの長さが変わってきます。 

孔芯固定の場合には厚みによってはピースが入りこむ部分の長さが変わります。 

PL 長さ固定の場合には第一穴までの距離が変わってきます。 

 

 

2.(new) プレートピース、羽子板形状のクリアの設定を追加しました。 

  ・「初期設定」-「基本データ」-「ピース配置１」 

前述の資料でご説明させていただいた羽子板形状のピースの端部にクリアを設ける設定を追加しました。 

「デフォルト数値 1mm（片側のみの数値になります、1mm だと両側合計でクリア 2mm）」 

※該当箇所 

 

 

  



 

3.(new) 「初期設定」-「基本データ」-「角パイプ２」 

・カット Tの設定を全工事共通から工事別にしました 

これまでカット Tの設定はすべての工事で共通の設定が用いられていましたが、 

今バージョンより、工事ごとに部材サイズなどの設定を工事別に変更することが、可能になりました。 

設定は初期設定、基本データ内、角パイプ 2にございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カット T 

による取り合いの例 



 

4.(new)  物件毎に最大製品長を設定できるようにしました。 

設定は初期設定、基本データ内、角パイプ 2にございます。 

※こちらは定尺の点滅設定を物件ごとに個別に行えるようになる設定となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.(new) 点滅表示の作図色の設定を追加しました。 

設定は初期設定、環境設定内、その他 2にございます。 

 
 


